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1. はじめに 

近年，LED 灯火の普及から可視光通信を高度道路交通

システムに応用する検討が広く行われている[1]．本稿では，

車両間通信を目的とした新たな高速可視光通信を提案し，

その通信性能を評価する． 

2. 回転多面鏡による高速可視光通信の実現 

本稿で提案する高速可視光通信は受信機に回転多面

鏡と低速イメージセンサを組み合わせて利用している点に

特徴がある．図 1 に提案システムの概要図を示す．高速点

滅する送信信号は回転多面鏡によってイメージセンサ上

に走査される．これにより，光の時間的明滅は空間的な明

滅として画像に取得することができる．画像中の光信号の

長さは点灯時間に比例するため，光信号の長さを計測す

ることで，送信信号を復元できる．従来の可視光通信はそ

の多くが高速度カメラのような高価な高速イメージセンサを

使用する[2]．しかし，本手法は，低速なイメージセンサでも，

LED の高速点滅情報を取得することが可能であり，通信シ

ステムのコストを大幅に下げることができる． 

3. 通信性能解析 

提案方式の通信性能をデータレートとビット誤り率(Bit 

error rate: BER)によって評価する．提案方式のデータレー

ト D は，イメージセンサのフレームレートを F，単位フレーム

あたりに含まれるビット数を b とすると，D = F × b となる．本

実験では，送信源の LED からパルス幅変調した光信号を

1 kbps の速度で出力し，単位時間あたりに受信したビット

数からデータレートを計測した．そして，背景光雑音を変化

させることで，BER の影響を計測した． 

4. 解析結果 

提案手法によって実現できたデータレートと，同じセンサ

を用いる従来方式によって実現できるデータレートを表 1

にまとめる．従来手法はフレームレートにつき 1 ビット分の

データレートになるが，本手法は 1 フレームに 24 個のビット

を取得できるため，データレートを 24 倍高速化できることが

明らかになった．また，SNR (Signal-to-noise ratio) と BER

の関係を図 2 に示す．本稿では誤り訂正は行っていないた

め，要求ビット誤り率を10-2とすると，20 dB 以下では要求ビ

ット誤り率を上回ってしまう． しかし，30 dB 以上ではほぼ

エラーフリーな伝送を実現できていることから，実空間での

通信に支障はないといえる． 

 

 
図 1．提案システムの概要 

 
図 2．SNR と BER の関係 

表 1．データレートの比較 

 

 

5. むすび 

本稿では回転多面鏡を用いる高速可視光通信を提案し，

その通信性能を計測した．その結果，従来手法の約 24 倍

のデータレートを達成することを明らかにした．また，十分

な SNR が確保できればエラーフリーな伝送を実現できるこ

とも確認した．今後，誤り符号訂正などを実装することでよ

り信頼性の高い高速可視光通信を実現する予定である． 
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